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前後での圧差は平均 7mmHgとわず、かであった。右室造影では全例 lζ弁前後の 2 ケ所の吻合部に一致し





一方比較検討の為対照として平均 2.7 kgの他の 3 頭に対して，ほ Y同体重の他の幼犬から採取した新
鮮無処理肺動脈弁を用いて同様の方法lとより同種肺動脈弁置換術を行った。術直後は元気であったが次






幼犬を用いて自家肺動脈弁を同所性に移植し， 4 ないし 16ヶ月後に弁機能を観察した所，弁は正常に機
能し，成長し，生着している事が判明した。一方新鮮同種肺動脈弁で置換した場合にはその成長はみら
れず，弁尖は短縮，肥厚し，弁機能不全をきたした。
乙れらの事より自家肺動脈弁による大動脈弁置換術において大動脈弁領域へ移植された肺動脈弁が生
着し，成長し，生涯良好なる弁機能を保持し得る事が期待される。
論文の審査結果の要旨
大動脈弁置換の代用弁として自家肺動脈弁を用いる方法があるが移植された自家肺動脈弁の生着の有
無，遠隔期弁機能については未知な点が多い。
本論文は移植された自家肺動脈弁が生着し長期間良好な弁機能を保持し得る可能性を実験的に検討し
たものである。即ち幼犬に対し表面冷却単純超気体温法を用いた循環停止下に自家肺動脈弁同所性移植
を行い，最長16ヶ月後に弁機能を観察した。その結果，犬の成長と共に移植弁も発育し良好な弁機能を
保持しており，肉眼的lζ も組織学的にも生着している事が確かめられた。一方新鮮同種肺動脈弁置換を
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行った場合には弁は生着せず弁機能不全をきたした。乙むらの事は自家肺動脈弁による大動脈弁置換術
において，移植された肺動脈弁が生着し成長する可能性を示したものである。
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